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誰でも使える！
地域経済分析システム（RESAS：リーサス）の使い方講座

令和３年１１月３０日
埼玉県企画財政部計画調整課
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第１章 ＲＥＳＡＳ概要
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1-1 地域経済分析システム（RESAS）とは
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 国が地域経済に係わる様々なビッグデータを
収集し、客観的なデータの取得・分析を容易
にすることで、真に効果的な政策や事業の立
案、実行、検証（ＰＤＣＡ）を支援すること
を目的に、平成27年4月より運用を開始。

 人口動態や産業構造、人の流れなどの官民ビッグデータを
集約し、可視化するシステム

ＲＥＳＡＳ：Regional Economy Society Analyzing System



1-1 地域経済分析システム（RESAS）とは
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 パソコンやスマートフォンのブラウザ（Google Chrome推
奨）を通じていつでも、何処でも、誰でも閲覧可能。

 公的なデータ（国勢調査、経済センサス、農林業センサス
等）のみならず、民間企業のデータも搭載。
（例：目的地分析－ナビタイムジャパン）

 最新性及びニーズ等を重視し、
データ・機能は随時更新・追加されている。
（例：令和2年度にV-RESAS追加）



1-2 ＲＥＳＡＳの特徴
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データ表示単位

 様々な行政単位（都道府県、市町村、その他（地方、経済圏、
医療圏など））でデータを閲覧可能。

都道府県

市町村

経済圏



1-2 ＲＥＳＡＳの特徴
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データの比較(1)

 自治体間比較や自治体を超えた圏域（例：県内の地域振興
センター）単位でのデータ合算が可能。

合算例
（南部地域（川口市・蕨市・戸田市））

比較例
（川越市・狭山市）



1-2 ＲＥＳＡＳの特徴
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データの比較(2)

 時系列での比較が可能。

滞在人口の時系列比較（熊谷市）



1-3 ＲＥＳＡＳでわかること
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ＲＥＳＡＳによる埼玉県の概況（人口）

 現在及び将来の人口構成（人口マップ（人口構成））

老年人口が年少人口
を上回った



1-3 ＲＥＳＡＳでわかること
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RESASによる埼玉県の概況（産業）

 稼ぐ力分析（産業構造マップ（産業別特化係数））

石油製品・石炭製品製造業は、
従業者が少ないにも関わらず
労働生産性が高いため
地域に多くの富をもたらしている
→稼ぐ力の強い産業

地域に富をもたらす力（総合）

全国平均→

従業者1人当たりの稼ぐ力

全従業者に占める割合



1-3 ＲＥＳＡＳでわかること
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RESASによる埼玉県の概況（農業）

 品目別農業算出額（産業構造マップ（農業の構造））

野菜の算出額が最も大きく、
米、花きと続く。

千葉県・栃木県・群馬県との比較

農業算出額は４県で最も低い。
野菜の算出額は栃木県、
群馬県と同程度。



1-3 ＲＥＳＡＳでわかること
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RESASによる埼玉県の概況（観光）

 国・地域別訪問者数の推移（観光マップ）

中国

台湾

韓国

タイ

アメリカ

フィリピン

ベトナム

アジア圏からの旅行者が多い。
年末年始や旧正月より、４～６月
に増加する傾向がある。



第２章 各マップの機能と
分析方法
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2-1 マップ一覧
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（令和3年9月現在）

出典：内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局作成資料より画像を転載



2-1 マップ一覧

15 出典：内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局作成資料より画像を転載



2-2 各マップを使った分析方法
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 熊谷市の事例を用いて、各マップの基本的な分析フローに沿って解説する。

 分析にあたっては、マクロの視点から徐々に分析対象を絞り込み、政策のター
ゲットとなる対象を抽出する。（一部例外あり）

 詳細な操作方法はRESASのヘルプ画面から操作マニュアルを
ダウンロードできる。

 本章で紹介する図面・グラフ等は注釈がない限り、地域経済分析
システムから転載。

都道府県

市町村

地域

事象（結果）

要因(原因候補)

原因



2-3 人口マップ
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ステップ１

分析対象となる地域の年齢層別の人口推移の推計値を

把握する。

使用する主な機能分析フロー

・人口構成

→人口推移

→人口ピラミッド 等

ステップ２

自然増減及び社会増減が人口推移に及ぼす影響を把握

する。

・人口増減

→グラフを表示

→自然増減・社会増減の推移 等

・人口の自然増減

→グラフを表示

→自然増減の推移 等

・人口の社会増減

→From-to（定住人口）

→人口移動（グラフ分析） 等

ステップ３

○自然増減の影響が強い場合は、合計特殊出生率、

女性人口の将来推移を把握する。

○社会増減の影響が強い場合は、転出入が多い年齢層、

転出入の多い地域を把握する。



2-3 人口マップ
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フローに基づいて、実際にＲＥＳＡＳで分析しましょう

https://resas.go.jp/



2-3 人口マップ
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ステップ１ 人口構成（人口推移、人口ピラミッド）

 熊谷市の人口は2000年をピークに、以降は（増加・減少）。
生産年齢人口は1995年をピークに、以降は（増加・減少）。
65歳以上の人口は2035年まで（増加・減少）を続ける見込。

 2045年には65歳以上が約 ％となり、14歳以下の人口は ％を下回る見込。

ステップ２ 人口増減（社会増減、自然増減）

ステップ３ 自然増減（自然増減の推移）、社会増減（人口移動）

 1999年以降、人口（増加・減少）。

 2004年以降、（社会・自然）増から（社会・自然）減に転換。

 2010年以降は（社会・自然）増減より（社会・自然）増減の影響が大きい。

 15～49歳の女性人口は 年以降、減少を続けている。

 市、 市、 市への人口流出が多い。

 ５年間の年齢階級別の純移動数を見ると、 ～ 歳を中心とした 世代が純減。

課題：



2-4 観光マップ
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使用する主な機能分析フロー

・宿泊施設

→施設数の推移

→延べ宿泊者数（総数）の推移 等

・目的地分析

→目的地ランキング

→検索回数推移 等

・From-to分析（宿泊者）

→延べ宿泊者数（総数）の推移

→居住都道府県別の延べ宿泊者数

（日本人）の推移 等

ステップ１

都道府県の宿泊施設の特徴、宿泊者の施設利用

パターンから、都道府県の滞在特性を把握する。

ステップ２

市町村の宿泊者の居住地域、性別、宿泊日数から、

市町村の滞在特性を把握する。

ステップ３

観光施設の注目度から、地域の観光需要、旅行者の

来訪目的を推測する。



2-4 観光マップ
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フローに基づいて、実際にＲＥＳＡＳで分析しましょう

https://resas.go.jp/



2-4 観光マップ
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ステップ２ From-to分析（宿泊者）（属性別・居住都道府県別）

 熊谷市の宿泊者の約７割は 。

 参加形態は が最多、次に多いのは 。 や は少ない。

 宿泊数は 泊が半数以上。

 宿泊者の居住都道府県は が最多。 地方からの宿泊者が多い。

ステップ３ 目的地分析（目的地ランキング、検索回数推移）

ステップ１ 宿泊施設（施設数・宿泊者数の推移）

 2019年、 の検索が急増。

 自動車で熊谷市に来る観光客の目的地は、平日は 、休日は が多い。

 埼玉県の宿泊施設は が多いが、2019年に が急増した。

 宿泊者のほとんどは（日本・外国）人、宿泊者の多くが に宿泊する。

課題：



2-5 産業構造マップ
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ステップ１

付加価値額、雇用等の面から、企業単位の各産業の

地域経済への貢献度を評価する。

使用する主な機能分析フロー

・全産業の構造

→付加価値額、事業所数、

従業者数 等

ステップ２

付加価値額、雇用等の面から、事業所単位の製造業の

各業種の地域経済への貢献度を評価する。

・製造業の構造

→付加価値額、事業所数、

従業者数 等

ステップ３

ステップ２で把握した産業の状況を周辺地域と比較し、

地域特性を把握する。

※ 「企業単位」で集計した情報は、本社の所在地にまとめて計上されている。

・製造業の比較

→ヒートマップ 等



2-5 産業構造マップ
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フローに基づいて、実際にＲＥＳＡＳで分析しましょう

https://resas.go.jp/



2-5 産業構造マップ
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ステップ２ 製造業の構造（事業所単位）

 製造業の付加価値額は約 億円。 業が製造業全体の半分以上を占める。

 化学工業は事業者数、従業員数ともに（多く・少なく）、労働生産性が（高い・低い）。

ステップ３ 製造業の比較

ステップ１ 全産業の構造

 熊谷市の製造業の付加価値額（総額および事業所単位）は県内の近隣市町村と比べて
（高い・低い）。中でも 業の付加価値額は県内トップ。

 製造業の従業者数は県北地域で最大だが、事業所あたりの従業者数は県内の隣接市町
村より（多い・少ない）。

 熊谷市の企業単位の付加価値額は約 億円。うち 業が最大。
製造業だけで見ると、 業が最大。

 従業者数は、企業単位、事業所単位ともに 業が最大だが、
次点は 単位では製造業なのに対し、 単位では宿泊業・飲食サービス業。

 企業数、事業所数は、ともに 業が最大。

課題：



2-6 ビジネス向け分析例
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ステップ１

Work 事業ターゲットとする業種を検討する。

例）売上が良く、本社が市外にある産業

使用する主な機能分析フロー

・産業構造マップ 等

ステップ２

Vacation 観光面の「売り」を検討する。

例）主な観光目的になっているスポット

・観光マップ 等

ステップ３

Location 施設の設置位置を検討する。

例）観光スポットへのアクセス

例：熊谷市内でワーケーション事業を始める

・まちづくりマップ

→事業所立地動向 等



2-6 ビジネス向け分析例
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フローに基づいて、すでにＲＥＳＡＳで分析していました

https://resas.go.jp/


ステップ１ 産業構造マップ
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ステップ２ 製造業の構造（事業所単位）

 製造業の付加価値額は約4,333億円。化学工業が製造業全体の半分以上を占める。

 化学工業は事業者数、従業員数ともに少なく、労働生産性が高い。

ステップ３ 製造業の比較

ステップ１ 全産業の構造

 熊谷市の製造業の付加価値額（総額および事業所単位）は県内の近隣市町村と比べて
高い。中でも化学工業の付加価値額は県内トップ。

 従業者数は県北地域で最大だが、事業所あたりの従業者数は県内の隣接市町村より
少ない。

 熊谷市の企業単位の付加価値額は約2,285億円。うち卸売業・小売業が最大。
製造業だけで見ると、輸送用機械器具製造業が最大。

 従業者数は、企業単位、事業所単位ともに卸売業・小売業が最大だが、
次点は事業所単位では製造業なのに対し、企業単位では宿泊業・飲食サービス業。

 企業数、事業所数は、ともに卸売業・小売業が最大。

化学工業が主要産業だが、市外の企業が多く、富の流出が課題。



ステップ２ 観光マップ
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ステップ２ From-to分析（宿泊者）（属性別・居住都道府県別）

 熊谷市の宿泊者の約７割は大人（男性）。

 参加形態は一人が最多、次に多いのは夫婦・カップル。家族や女性グループは少ない。

 宿泊数は一泊が半数以上。

 宿泊者の居住都道府県は県内が最多。関東地方からの宿泊者が多い。

ステップ３ 目的地分析（目的地ランキング、検索回数推移）

ステップ１ 宿泊施設（施設数・宿泊者数の推移）

 2019年、熊谷ラグビー場の検索が急増。

 自動車で熊谷市に来る観光客の目的地は、平日はゴルフ場、休日は温泉が多い。

 埼玉県の宿泊施設はビジネスホテルが多いが、2019年に簡易宿所が急増した。

 宿泊者のほとんどは日本人、宿泊者の多くがビジネスホテルに宿泊する。

ラグビーワールドカップ2019のレガシーの活用などによる、
ビジネス以外の県外観光客の拡大が課題。



ステップ３ まちづくりマップ
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ステップ３を、実際にＲＥＳＡＳで分析しましょう

https://resas.go.jp/

https://resas.go.jp/


2-6 ビジネス向け分析例
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ステップ２ 観光マップ

 熊谷市への観光目的は、ラグビー、ゴルフ、温泉。

ステップ３ まちづくりマップ（事業所立地動向）

ステップ１ 産業構造マップ

 熊谷市のスパリゾートは、 付近に存在。
＝ラグビーと温泉を両方楽しめるエリア

 熊谷市（東・西）部にあるゴルフ場は、化学工業が複数存在する工業団地と比較的近い。
＝ビジネスと趣味を両立できるエリア

 熊谷市は製造業の付加価値額が大きく、中でも化学工業が特に大きい。

 化学工業は本社が市外にある企業が多いようだ。

ラグビーや温泉、ゴルフを楽しみやすい場所にワーケーション施設を設置
化学工業の企業に対し、福利厚生の一環として営業



第３章 ＲＥＳＡＳ活用事例
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3-1 データ分析支援
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データ分析支援機能とは

 RESASに搭載されている数多くのデータ・分析グラフの中
から、第二次産業・第三次産業等、分析テーマに沿った代
表的な分析画面を抽出して順に表示します。

 各分析画面には、分析の視点となる「グラフの見方」、
全国傾向と比較した特徴等を示す「示唆」、分析結果から
施策を検討するヒントとしての「施策検討例」等、
分析を支援するための様々なコメントが表示されます。

 人口対策

 第一次産業

 第二次産業・第三次産業

 日本人観光客

 外国人観光客

分析テーマ



3-1 データ分析支援
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実際にＲＥＳＡＳでデータ分析支援機能を使ってみましょう

https://resas.go.jp/



3-2 Ｖ－ＲＥＳＡＳ
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Ｖ－ＲＥＳＡＳとは

 新型コロナウイルス感染症 [COVID-19] が、地域経済に
与える影響の見える化を行っているサイト。



3-2 Ｖ－ＲＥＳＡＳ
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データ一覧

 人流：地域の滞在人口、都府県をまたいだ移動

 消費：決済データから見る消費動向、POSで見る売上動向

 飲食：飲食店情報の閲覧数

 宿泊：宿泊者数、居住地ごとの宿泊者数、宿泊動向

 イベント：イベントチケット販売数

 雇用：求人情報数

 企業財務：企業財務状況の動向（全国のみ）

※2020年1月頃からのデータを掲載。

データは１週間に１回程度の頻度で更新。



3-2 Ｖ－ＲＥＳＡＳ
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実際にＶ－ＲＥＳＡＳを見てみましょう。

https://v-resas.go.jp/



3-3 地方創成☆政策アイデアコンテスト
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 RESASやV-RESASを活用した地域課題の分析を踏まえた、
地域を元気にするような政策アイデアを募集するコンテスト

 募集区分：高校生・中学生以下の部、大学生以上一般の部、
地方公共団体の部

 例年７月～１０月の３か月程度が募集期間



3-3 地方創成☆政策アイデアコンテスト
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事例紹介①

2020年度 地方公共団体の部（鹿児島県指宿市）

地方創成担当大臣賞

https://contest.resas-portal.go.jp/2020/asset/files/works/03.pdf



3-3 地方創成☆政策アイデアコンテスト
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事例紹介②

2020年度 地方公共団体の部（山形県）

協賛企業賞

https://contest.resas-portal.go.jp/2020/asset/files/works/10.pdf



3-3 地方創成☆政策アイデアコンテスト

41

事例紹介③

2019年度 高校生・中学生以下の部（岡山県倉敷市）

地方創成担当大臣賞

https://contest.resas-portal.go.jp/2019/asset/files/works/04.pdf


